
 １　ホームワーク発表

 ２　理想のまち」についてグループごとに発表し、最も共感する

 　　「理想のまち」を２つ選定　

 ３　「政策・施策体系」についての座学

　メンバーが若者目線で考えた「理想のまち」や、他の自治体
ではどのような取組みを行っているか、各自が調べてきたこと
を発表・情報共有しました。

選ばれた２つのまち

～「政策・施策体系」について座学～

～ ホームワーク発表 ～
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令和６年７月５日(金)　平川市役所１階「アヴェッサ」　メンバー出席者：１５名

　～ プログラム ～ ～　最も共感する「理想のまち」を選定　～

　各メンバーの「理想のまち」について、グループごとに発表
し、多数決によって最も共感する「理想のまち」を２つ選定。
選定された理想のまちをテーマに次回以降の議会を進めていき
ます。

２ 「魅力ある景観や住みよさを

発信できるまち」

１ 「将来は戻ってきたいと思えるまち」

★「 理想のまち 」を目指す

ためのポイントを学習

政策・施策体系は『目的』と『手

段』の階層構造となっています。

現状を分析し、「なぜ」、「何の

ために」課題に取り組むのか、目

的・手段の関係を意識しながら

次回以降の議会を進めていきま

す。

「地元で働き、暮らせるまち」

「地元のことをもっと知り、

『○○があるから地元が好

き！！』と周りにPRできるよう

になってほしい」等、様々な理想

のまちが挙げられました。


